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１ 研究の動機や目的 

地衣類の分布を調査している際、地衣類のまわりにはほかの植物が生えていることが少なかっ

た。疑問に思い調べてみると地衣成分には抑制効果があることがわかった。そこで、昨年度は地

衣成分による他の植物に対する成長抑制効果についてミズナ等を使い研究した。その結果、地衣

成分を含む培地と含まない培地では、根の成長に明確な差が表れ地衣成分による根に対する成長

抑制効果を確認することができた。しかし、地衣成分の濃度と成長抑制効果の関係性については

確認することができなかった。また、種子をまいてから何日後に地衣成分の抑制効果が表れるの

か正確にわからなかった。 

今回は、地衣成分の濃度と植物の成長抑制効果の関係性に着目し、根の伸長具合を調査するこ

とにした。 

地衣成分の濃度を濃くすれば成長抑制の効果は高くなり、濃度を薄くすれば成長抑制効果は低

くなると仮定し研究を行った。 

 

２ 実験方法 

（１）ウメノキゴケの採集と保存 

浜松市中区和地山公園の樹皮についているウメノキゴケを採 

集し、シャーレで暗所に保存した。（写真１） 

 

 

 

 

（２）地衣成分の抽出と結晶化 

ア ウメノキゴケをピンセットで細かくして乳鉢に入れてアセトンをかけてすりつぶし、地

衣成分を抽出する（写真２、写真３）。 

イ 抽出液をろ過し、ろ液を耐熱ガラス板の上に薄く広げる。耐熱ガラス板を下からアルコ

ールランプで少し加熱し、アセトンを蒸発させて地衣成分を結晶化させる。 

ウ 結晶化した地衣成分をカミソリの刃でかき集めシャーレで保管する（写真４）。 

写真２．抽出に使用する道具 写真３．抽出した地衣成分 

写真１．ウメノキゴケ 

写真４．地衣成分の収集方法 



 

 

 

 

 

 

 

（３）地衣成分を含む寒天培地の作成方法と播種 

ア アセトン１mL で地衣成分を溶かす。 

イ アの溶液を 85℃以上に熱したお湯 200mL の中に、ガラス棒を使用し静かに注ぎ込む。 

ウ イの溶液をガスバーナーで加熱しながら、水 100mL に対して1.5gの寒天を加えて溶かす。 

エ 寒天が溶けたら、シャーレまたはビーカーに入れる。培地が固まった後、シャーレに蓋

をしてアルミホイルで包む。 

オ 滅菌をするために電気オーブンを使う。１日 20 分間 70℃で加熱するのを３日繰り返

す。 

カ 滅菌処理した寒天培地にミズナの種子をまく（写真５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）根の成長比較の実験 

   使用した種子 

・サラダ京水菜 株式会社トーホク 発芽率 90％以上 

 

【実験１】 

地衣成分の濃度による成長抑制を観察する。 

地衣成分０％（対照区）、0.001％（0.001％区）、0.01％（0.01％区）を含む寒天培地を各濃 

度２個、合計６個用意する（写真６）。 

  寒天培地にミズナの種子 20 個を１㎝間隔で寒天培地にまき、種子をまいた日を０日目とし

て３日後に根の長さを測定する（写真７）。 

シャーレは暗室に置く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真７．根の測定 写真６．各濃度の寒天培地 

写真５．ミズナの種子をまいた寒天培
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【実験２】 

  実験１より、0.001％区では対照区と比較した際、違いがみられなかったため地衣成分の濃

度を 0.003％（0.003％区）にして実験を行う。実験１で、根の長さを測定した際、地衣成分に

よる抑制効果が根だけでなく茎にも表れているように観察できた。そのため、根と茎両方の長

さを測定する（写真８）。また、今回はビーカーに寒天培地を作成する。 

地衣成分０％区、0.003％区（写真９）、0.01％区を含む寒天培地を各濃度２個、合計６個用

意する。 

寒天培地に各４個ずつミズナの種子を１㎝間隔でまき、種子まいた日を０日目として３日後  

に根と茎の長さを観察する。ビーカーは暗室に置く（写真 10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真９．地衣成分 0.003％の寒天培地 写真８.茎の測定 

写真 10．暗室に置いたビーカー 



 

 

 

 

図 1．実験 1：地衣成分の濃度の差による根の長さ 

 

 

３ 実験結果  

（１）実験１の結果 

根の長さは対照区≒0.001％区＞0.01％区の順に長くなった（図１）。 

地衣成分 0.01％区のミズナの長さは、平均で地衣成分 0％区と 0.001％区の長さと比べた

時には半分以下になった。 

根の太さは、地衣成分対照区と 0.001％区で成長したミズナと見比べると、細かった。 

対照区と 0.001％区では根の伸長にはほぼ差はみられなかった。このことから、地衣成分

成長抑制効果は 0.01％区では確認できたが、0.001％区では確認できなかった。 
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写真 11． 

対照区のミズナの根の測定 

写真 12． 

0.01％区のミズナの根の測定 



 

 

 

 

図２．実験 2：地衣成分の濃度の差による根の長さ 

図３．実験 2：地衣成分濃度の差による茎の長さ 

 

 

 

（２）実験２の結果 

根の長さは対照区＞0.003％区＞0.01％区の順に長くなった（図２）。 

茎の長さは対照区＞0.003％区＞0.01％区の順に長くなった（図３）。 

根と茎の長さともに、地衣成分 0.003％区と 0.01％区では、ミズナの成長に対する地衣成 

分の抑制効果がみられた。 

また、地衣成分 0.01％区のミズナは地衣成分 0.003％区で成長したものと比べると、茎と 

根両方とも短くなった。 

根の太さは、0.003％区と 0.01％区のミズナは対照区で育てたものと目視で見比べると根 

が細かった。 

根と茎とも、個体により 0.01％区が 0.003％区より長いものや同じものもあった。 
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４ 実験の考察 

実験１の結果から、ミズナに対する地衣成分の成長抑制効果が 0.01％区で確認できた。抑制効

果が３日目に表れたことから、それより前に地衣成分が吸収され抑制効果を及ぼしている。それ

は、ミズナの根冠の一次成長の段階において、カスパリー線の発達がおこる前に地衣成分がミズ

ナに吸収され成長抑制を起こしたためと考えられる。0.001％区で成長抑制効果が確認できなか

ったのは、地衣成分の量が少なくミズナに対して十分な成長抑制効果がでる量に達しなかったた

めと思われる。 

実験２の結果から、地衣成分 0.003％区と 0.01％区

で根の成長抑制効果が確認できた。0.01％区のほうが

0.003％区より短くなっていたことから地衣成分の濃

度が濃いほど成長抑制効果が高いと認められる。さら

に、ミズナの茎においても 0.003％区と 0.01％区で地

衣成分による成長抑制効果が確認できる。根と茎の長

さは、地衣成分の濃度が濃いほど成長抑制の効果が高

くなるという関係性が認められる。そして、根の太さ

が細くなったことも地衣成分が影響を及ぼしたと思わ

れる。それについては、細胞の数自体は変わっておら

ず、細胞の大きさが変化したことによってもたらされ

たものと予想している。 

山本好和氏は、地衣成分には地衣体の周囲の植物に

対して、発芽抑制や光合成抑制の効果を与える物質が

含まれていると述べている。木の樹皮には地衣類以外

の生物は固着していなかった（写真 15）。今回の実験

では、発芽のタイミングに差が見られなかったが、ミ

ズナの根と茎の成長には差は確認できた。植物の光合

成抑制に関係する地衣成分が成長抑制効果も及ぼした

と考えられる。 

 今後は、地衣成分の吸収がカスパリー線の発達す

る前後のものとで顕微鏡で細胞レベルの観察と計測

を行いたい。さらに、地衣成分による濃度と茎の伸

写真 13． 

対照区のミズナの茎の測定 

写真 14． 

0.01％区のミズナ茎の測定 

写真 15． 

木に固着している地衣類 



 

 

 

 

長の関係性も細胞観察を通して調べていきたい。また、地衣成分を抽出に使用する地衣類の種類

を変えて今回と同様の実験を行い、植物に対するその地衣成分の成長抑制効果は、ウメノキゴケ

で抽出した地衣成分を使用したものと比べて成長抑制の効果が強いか弱いか、植物の種類の系統

によって成長抑制効果に差はみられるのか、濃度による関係性は使用する地衣類によって変化す

るのかを調べてみたい。 
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